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研究記録
研究記録
(2017 年 1 月～ 12 月 )
著書（単著）
Connolly, Martin. The Conjuring Cowboy. Snowchild Press, July 2017.
Connolly, Martin. Eri, a Japanese ghost story: 2nd edition, Snowchild Press, 
September 2017.
著書（共著）
草薙優加「英語自作詩を群読する大学の授業 ― 詩作と群読で表現力アッ
プ」重水健介・日本群読教育の会（編著）『新いつでも群読』高文研，
2017 年 7 月
冨岡悦子『漱石辞典』翰林書房，2017 年 5 月 24 日
定期刊行物等に掲載された論文
Connolly, Martin. “All the Lonely People: Joyce’s Dubliners, Paul McCartney, 
and the Songbook of The Beatles.” Interdisciplinary Literary Studies, 
Volume 19, Number 1, January 2017
木村利夫・Steven Paydon 「協働学習 (Collaborative Learning)」の有用性
―― 高等教育での「言語教育」の「少人数指導」に必要なもの ――」
河正一・島田雅晴・金井勇人・仁科弘之編『埼玉大学教養学部 リベラル・
アーツ叢書別冊 2―― 仁科弘之教授退職記念論文集 ――』埼玉大学教
養学部・人文社会科学研究科，2017 年 2 月
宮下治政・時崎久夫	「Ancrene Wisse における本動詞と目的語の相対
的語順と借入語」Proceedings of JELS 34: Papers from the 34th National 
Conference of the English Linguistic Society of Japan, 日本英語学会，2017
年 3 月
加川順治「晩年にあって生の中枢への複雑な触手であること ―― アレ
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イクサンドレとボードレール（3）後半 ――3」『比較文化研究』第 19 号，
鶴見大学比較文化研究所，2017 年 3 月 10 日
冨岡悦子「ツェランのリルケ受容（4）」『午前』第 11 号，午前社，2017
年 4 月 15 日
鈴木周太郎「アメリカ文化の教材としての大統領選挙」『TSURUMI 
REVIEW』 No.47，2017 年 7 月
冨岡悦子「ツェランのリルケ受容（5）」『午前』第 12 号，午前社，2017
年 10 月 15 日
口頭発表
草薙優加「英語コミュニケーション考 ― 何を教えるのか・学ぶのか」
第 28 回 JACET 言語教師認知研究会研究発表会，東洋英和女子学院大
学大学院，2017 年 1 月 28 日
草薙優加他 “Raising learner’s awareness of gesture: Practical tips”, “What do 
we do with our body and hands: Suggestions for teachers” (Panel discussion), 
The 19th Temple University Applied Linguistics Colloquium, Temple 
University Japan Campus, Tokyo, 2017 年 2 月 5 日
草薙優加・深谷素子他（ポスター発表）「英語コミュニケーション力を
高める多読アクティビティーの考察」日本国際教養学会第 6回全国大
会，同志社大学今川キャンパス，2017 年 2 月 18 日
寺西雅之・草薙優加他「日本国際教養学会編テキストブックの出版につ
いて」（企画紹介），日本国際教養学会第 6回全国大会，同志社大学今
川キャンパス，2017 年 2 月 18 日
Miller, Kevin. “Meeting in the Middle: Myth-making in The True Story of 
Pocahontas: The Other Side of History.” Pocahontas and After: Historical 
Culture and Transatlantic Encounters, 1617-2017, Institute of Historical 
Research and the British Library, March 17, 2017 
冨岡悦子	「パウル・ツェランの詩「Am weißen Gebetriemen」注釈」中央
大学人文科学研究所，中央大学御茶ノ水記念館，2017 年 3 月 24 日
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研究記録
冨岡悦子	「パウル・ツェランの詩「Das Stundenglas」注釈」中央大学人
文科学研究所，中央大学御茶ノ水記念館，2017 年 5 月 20 日
Connolly, Martin. “The Female Lover in Chamber Music.” Symposium I 
“Listening to Chamber Music,” Annual Conference of the James Joyce 
Society of Japan, Kyoto University, June 10 2017
宮下治政・時崎久夫	 “Word Order Change, Stress Shift and Old French 
Loanwords in Middle English.” La 5ème Édition du Colloque International 
Bisannuel de Diachronie de l’Anglais, Université François-Rabelais de 
Tours, 2017 年 7 月 4 日
木村利夫	“A Marvelous World Created by a Young Autistic Writer:  How 
Expressing One’s Heart Develops “Possibilities” and Reduces “Impossibilities.” 
The 23rd Biennial Congress of International Research Society for Children’s 
Literature, York University, Toronto, Canada, 2017 年 8 月 1 日
草薙優加・深谷素子他	 “Creative and meaningful classroom activities to 
foster a reading community.” The 4th World Congress on Extensive Reading，
東洋学園大学，2017 年 8 月 4 日
菅野素子	「Unkind England: Kazuo Ishiguro の Never Let Me Goと「イングラ
ンドの状況」」新英米文学会第 48 回大会シンポジウム Kazuo Ishiguro, 
Never Let Me Go, 千葉工業大学津田沼キャンパス，2017 年 8 月 27 日
根岸純子	“Relationship between assessment and interlocutors’ performance 
with two types of oral test.” The 22nd Conference of Pan-Pacific Association 
of Applied Linguistics, Hanyang University, Seoul, Korea, 2017 年 8 月
冨岡悦子	「パウル・ツェランの詩「Wenn du im Bett」注釈」中央大学人
文科学研究所，中央大学御茶ノ水記念館，2017 年 10 月 7 日
島田道子	「カカーニエンの女性達 ――『特性のない男』第一部主要女性
登場人物像について ――」ゲルマニスティネンの会関東支部 2017 年
度研究発表会,学習院大学，2017 年 11 月 26 日
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ワークショップ
草薙優加・深谷素子他	 “Creative and meaningful classroom activities to 
foster a reading community.” The Fourth World Congress on Extensive 
Reading, 東洋学園大学本郷キャンパス，2017 年 8 月 4 日
翻訳
冨岡悦子	「2017 海外詩特集「ペーター・フーヘル」翻訳と解説」『饗宴』
第 78 号,林檎屋,	2017 年 4 月 1 日
講演（社会活動）
宮下治政	“Pronominal Object Shift in the History of English: A Case Study of 
Intra-syntactically Driven Language Change.” 東大英文学会総会，東京大
学本郷キャンパス，2017 年 3 月 20 日
冨岡悦子	「エミリィ・ディキンスンとパウル・ツェラン」日本エミリィ・
ディキンスン学会第 32 回大会，駒澤大学，2017 年 6 月 17 日
深谷素子	「大学教育と英語多読の可能性」東京都市大学外国語共通教育
センター主催 FD 研修会，二子玉川夢キャンパス，2017 年 9 月 15 日
書評
冨岡悦子	「黒羽由紀子詩集『待ちにし人は来たりけり』を読む」『白亜紀』
第 149 号 , 白亜紀の会，2017 年 10 月 1 日
書誌
冨岡悦子	「2016 年度詩の研究書、評論、訳・編詩集、随筆、評伝」『詩界』
第 264 号，日本詩人クラブ，2017 年 4 月 30 日
その他
冨岡悦子	（エッセイ）「愛を伝える」『千年樹』第 69 号，千年樹の会，
2017 年 2 月 22 日
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研究記録
木村利夫	（解題）「シンデレラ・コレクション」鶴見大学図書館第 147
回貴重書展，鶴見大学図書館，2017 年 10 月 17 日～ 31 日
菅野素子	「英語で読んでも翻訳で読んでもイシグロはイシグロだ」『ユ
リイカ』12 月号，青土社，2017 年 11 月 27 日
冨岡悦子	（エッセイ）「私の旅行句 ― 落葉松の道」『りいの』第 99 号，
りいの俳句会，2017 年 12 月 10 日
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鶴見大学紀要投稿規程
 （趣旨）
第１条 この規程は、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部（以下「本学」
という。）において研究または教育に従事する者の成果を紀要に
公表することについて定めるものである。
 （投稿資格者）
第２条　紀要の執筆者となる資格を有する者は，次に掲げる者とする。
(1) 本学専任教員
(2) 本学専任教員との共同執筆者
(3) 紀要委員会が特に認めた者
 （投稿申込者）
第３条　投稿申込者は，前条第 1号の者に限る。
 （投稿原稿）
第４条　原稿は，未刊行のものに限る。定期刊行物（学術雑誌、商業雑
誌、大学・研究所紀要など）や単行本として既刊 ,あるいは ,こ
れらに投稿中の原稿は本紀要に投稿できない。ただし ,学会発表
抄録や科学研究費などの研究報告書はその限りではない。
 （紀要の部編）
第５条　紀要の部編は 4種類とし ,その邦文および欧文の標題は次のと
おりとする。
　一　鶴見大学紀要　第 1部（日本語・日本文学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 1 (STUDIES IN 
JAPANESE LANGUAGE AND LITERATURE)
　二　鶴見大学紀要　第 2部（外国語・外国文学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 2 (STUDIES IN 
FOREIGN LANGUAGES AND LITERATURE)
　三　鶴見大学紀要　第 3部（保育・歯科衛生編）
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投稿規程
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 3 (STUDIES IN 
INFANT EDUCATION AND DENTAL HYGIENE)
　四　鶴見大学紀要　第 4部（人文・社会・自然科学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 4 (STUDIES IN 
HUMANITIES, SOCIAL AND NATURAL SCIENCES)
 （発行の回数）
第６条　紀要は，年度内に 1回発行することを原則とし，その時期は年
度末 3月とする。
 （提出原稿）
第７条　原稿の作成は，紀要刊行内規で定められた投稿要綱に従うもの
とする。
 （原稿の提出先）
第８条　原稿は，投稿する部編の紀要委員に提出するものとする。
 （原稿の提出締切日）
第９条　原稿の提出締切日は , 部編により別に定める。
 （編集）
第10条 編集は，紀要委員会が行うものとする。
 （別刷）
第11条 50 部を超える別刷の費用は，著者が負担するものとする。
 （著作権）
第12条 紀要の公開にともなう ,複製権および公衆送信権に関わる著作
権の行使は，原則として本学に帰属する。ただし，著者が自分の
論文等を利用することは差し支えない。
　二　論文等の全部あるいは大部分を他の著作物等に利用する場合に
は，その旨を本学に申し出ると共に，出典を明記する。また，一
部分を利用する場合にも，文献あるいは図説の下に出典を明記す
る。
　三　掲載された論文等の執筆内容が第三者の著作権を侵害するなどの
指摘がなされた場合には , 著者がその責任を負う。
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 （公開）
第13条 紀要に掲載された論文等は原則として学内外に公開するものと
する。
 （事務処理）
第14条 この規程に関する事務は，教育研究支援センター事務部教育研
究支援課において処理する。
 （雑則）
第15条 この規程に定めるもののほか，紀要発行に関し必要な事項は，
委員長が別に定める。
附 則　この規程は，平成 21 年 4 月 1 日から施行する。
附 則　この改正規程は，平成 27 年 4 月 1 日から施行する。
執筆者一覧
Kevin Miller	 文学部講師　　（オーラルコミュニケーション）
伊　藤　満　里	 文学部非常勤講師		 （英語教育学）
鈴　木　周太郎	 文学部専任講師	 （米文化）
鶴　見　大　学　紀　要　　第 55 号
　　　　第２部　外国語・外国文学編
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